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総合評価 

株間の雑草を取り除くロボットの開発という、重要な社会課題を解決するための研

究開発に取り組んだ。ただし、実用化に向けては課題も残されており、顧客候補の評

価を的確に受けてビジネスモデルの検討を一層進めることが必要であり、それにより

説得力のある技術開発ができるものと期待する。 

また、本テーマは要素技術の開発段階であり、今後も課題が現れてくると想定でき

る。除草ロボットにおいてはシステムインテグレーションが非常に重要であり、本テ

ーマにおいてもシステムインテグレーションの更なる検討を行う必要がある。 
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